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ある記念の年を迎えられたことは国怨県や 会

関係機閲のご指導をご支援と先人→先輩の努力 る技術研修、

によるものと感謝しております」と前置きし組

合活動の経過と成形加

工業の将来を話した。
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地場産業育成策や加工 工業組合創立50周年記念式典で式辞を述べる児玉栄一理事長
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モノづくり産業’'を築いたのです」。

「組合事業は経済環境に応じて年々変化して

きましたが、技能検定委託事業はじめ20事業を

主力に取り組み、次なる百周年に向け‘‘生産性

と付加価値を高める努力’'を積み重ね“成形加

工業界の未来”をめざして進みます」。

来賓から激励の言葉
招いた4人の代表から祝辞

式典には多くの来賓を招き、中部経済産業局

局長代理・鈴木幸浩総務企画部長、河合孝憲岐

阜県副知事、辻正岐阜県中小企業団体中央会会

長、村瀬幸雄岐阜県職業能力開発協会会長の4

人から、次の激励の祝辞をもらった。

鈴木幸浩中部経済産業局総務企画部長「中部

の産業界は全国の中でも着実に進展しておりま

すが、一方で全国と同じ課題も背負っておりま

す。国は‘‘生産性革命と人づくり革命の推進”

をテーマに生産性向上、事業承継の促進、人材

不足への対応を進めていきます。内容は生産性

革命を実現する設備や人材へ投資ができる制度

の拡充、事業承継・再編の促進では事業承継税

制の拡充や支援策があり、期待してほしい」。

各
界
か
ら
の
祝
辞
を
も
ら
う

河合孝憲岐阜県副知事「県は企業の人材確保

が急速に悪化しているので“中小企業総合人材

確保センター”を新設し人材の確保と育成を総

合的に支援しており、活用してほしい。企業の

技術開発支援窓口では、関市にある工業技術研

究所に産業技術センターと情報技術研究所を統

合し、ワンストップで対応するモノづくり産業

支援事業を展開していきます」。

村瀬幸雄岐阜県職業能力開発協会会長「大幅

な人口減少時代を迎え、活力ある産業を維持し

ていくには若い技能者の育成と技能向上が喫緊

の課題です。いくら最新の技術が生まれても使

いこなす人の技能・技術を必要とします。能力

開発協会は果すべき重要性を改めて認識し、新

時代の事業を積極的に進めてまいります」。

辻正岐阜県中央会会

長「中小企業は国の礎

としてがんばっていま

すが、近年の中小企業

・小規模事業は高齢化

が進み転廃業が続出、

円滑な世代交代が課題

になっております。先

日、全国代表として総

理官邸へ事業承継の改

善で陳情してきました

ので、今後、国の対策に

期待してほしい」。アリオン・サクソフォン・カルテットを招いたミニコンサート
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ロ記念表彰式で組合員と関係者の功績を讃える
中部経済産業局局長表彰・県知事表彰・県中央会会長表彰・工業組合理事長表彰・同感謝状ロ

次は記念表彰式で表彰された人。（敬称略）

《中部経済産業局局長表彰＝組合功労》

・大野 賓（（株）東海ポリエチ工業所）

・杉山 元彦（パール化成品（株））

。日比 勝次（大垣プラスチック工業（株））

《岐阜県知事表彰＝組合功労》

・高垣美代子（八幡化成（株））

《県中小企業団体中央会会長表彰・感謝状》

①組合功労

・林敬一郎（岐阜産研工業株））

•吉田健司（美濃化学工業（株））

②青年部役員功労

・武籐 修平（（樹武藤化成工業所）

③青年部役員功労感謝状

・宇野兼史（（株）東海化成工業所）

•朝日 崇光（（株）アサヒ化成）

・真鍋 宏一（厚見プラスチックス工業侑））

《県プラスチック工業組合理事長表彰・感謝状》

①役員功労

•田中 肇（ムトー精エ（株））

・下野 泰輔（アテナ工業(ffi)

・洞田 浩司（関プラスチック工業（株））

・川瀬 忠雄（（株）川瀬樹脂工業）

②理事長感謝状＝指導教育事業功労

・有末 博之（コダマ樹脂工業（桐）

•岩田 裕幸（コダマ樹脂工業（樹）

•佐々木耕（東海職業能力開発大学校）

・梅田 浩司（岐阜国際たくみアカデミー）

•田中 康久（岐阜プラスチックエ業（株））

＄児玉 由宏（コダマ樹脂工業像））

・中島 一彦（ムトー精エ（株））

•安藤勝基（明光化成工業（株））

•野村雅志（明光化成工業（株））

・道家 康雄（岐阜県産業技術センター）

。足立 良富（岐阜県産業技術センター）

・浅倉 秀一（岐阜県産業技術センター）

・丹羽 厚至（岐阜県商工労働部）

③優良従業員表彰

•渡辺修身（岐阜技研ポリマー（株）勤続51年）

・岩井 重雄（岐阜技研ポリマー（樹勤続49年）

「次の50周年に向けた業界の発展を…」と横山久範県産業技術センター所長の音頭で全員が乾杯
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中部経済産業局局長表彰を受けた組合役員 県知事から組合功労表彰を受けた組合役員

県中央会会長表彰の組合役員と青年部功労者 工業組合理事長から功労表彰を受けた組合役員

布垣講師（左端）も懇親会に参加して交流 工業組合は指導教育功労者に感謝状を贈った

前理事長の大松さんも出席された現役員と歓談 ミニコンサートではサクソフォンの音色に感動
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記念講演・布垣直昭トヨタ博物館館長の講演要旨

自動車の博物館は文化の交差点
ものづくりの時代背景も見えてくる

記念講演会はトヨタ博物館の布垣直昭館長を ットにしてトヨタを紹介しています。

招き『自動車の変革の歴史に見るモノづくりと

文化』をテーマに、自動車の歴史を背景にした

時代の変化とモノづくりへの影響を話してもら

った。布垣講師は1982年（昭和57年）入社以来、

デザイン部門一筋に携わり、 2006年からグロー

バルデザイン統括部長としてレクサスのブラン

ド戦略を担当され、 2014年からトヨタ博物館館

長・社会貢献推進部長を勤められている。

博物館は歴史、記念館は技術を

〇…館長に就任してから「博物館にはトヨタ

車が少ない」とよく間かれます。トヨタのミュ

ージアム・コンセプトは、トヨタ・グループが

設立した産業技術記念館と鞍ケ池記念館、豊田

佐吉記念館の 3館で、技術開発の変遷や創業資

料を展示・紹介している。博物館はトヨタ創立

50周年記念事業として設立、自動車の歴史と車

文化の変遷を知ってもらうために、時代に輝い

た欧・米・日の名車を展示しています。

また、本社に隣接してトヨタ会館を併設し、

生まれたばかりの新型車を展示、工場見学をセ

目の変革期に百年前を見る

〇…演題に100年に一度の変革期に、 100年前

を振り返る、とあります。 100年前を見たわけ

ではないので、歴史資料や写真で100年前を説

明したいので、資料をもってきました。

変革期というと、プラスチック材料にもあり

ました。それは1982年（昭和57年）頃、高機能

樹脂が次々と開発され、自動車部材に多様化す

る別の意味での変革期でした。入社早々、内装

設計を担当した時、新製品のプラスチック部材

を使うかどうかで悩んだことがあります。異種

部材は高価で、コスト高になるからです。今日

では自由に設計できるプラスチック部材は当然

のように使われ、内装はもとより外装のバンパ

ーまで使う変革でした。

せめぎあった蒸気とガソリン車

〇…ガソリン自動車が登場したのは、 130年

前（明治19年）で、自転車のホイールを利用した

3輪自動車でした。 4輪車になると荷馬車そっ

ガソリン車も開発当初は3輪車や荷馬車スタイルで、蒸気自動車と競合した（トヨタ博物館で）
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くりな形となり、当時はガソリン自動車と蒸気

自動車がせめぎあった時代です。

こんな逸話があります。欧州の富豪がガソリ

ン車を買い、エンジンが止まった時やガス欠の

不安から、馬と一緒に走ったそうです。

現代のハイブリット車も同じ考えで、ガソリ

ンと電気を組み合わせたからです。ガソリン

の開発当初はガソリンスタンドは無く、ガス欠

に備えた不安があり、また水素スタンドが少な

い今日の水素電池車も同じ

じ），日 ぎています。

ド

-

J

 

;
，
9
 

口…130年前に開発さ

道路を馬車と共有しました。

（明治～大正）に入ると、ガソリン

り置き代わったの

して、面

、狭い

1900年代

え、 は支えきれず＼

にすっか

さ

から消え、ガソリン車が登場したので

続いて起きたことは1909年（明治42年）に米

国フォードが、運転を簡素化したガソリン車を

ベルト。コンベヤ一方式で量崖し、売り出した

ことです。石油が出た米国でもガソリンスタン

ドは少なく、ガソリン車の大量生産と販売は

い風となってスタンドは増え、同時に車も普及

するという相乗効果があったといえま

講演する布垣トヨタ博物館館長

います。ハンドルは熱硬化性のエボナイト製で、

樹脂系材料の使い始めかもしれません。スペイ

ン に献上されたガソリン車で、

は材料の芙しさを

ード

したと思いま

イナー

0・・・1920年代から30年代 9年から昭和

リ

〇…日本でガソリン車が走ったのは1898年

（明治31年）外国人が持ち込んだパナール念）レ

パッソールです。日本人では1907年（明治40年）

有栖川宮がタクリー号を乗り回した。いずれも

今は模型しかありませんが、現存すれば産業遺

産に指定されるでしょう。

1912年（明治45年）にはスペイン製アルフォ

ンソが、史上初のスポーツカーとして登場して

初期）に入り、日本国内にもガソリン車が走り

始めました。欧米と同じように日本でも車の大

衆化時代に入ったからで、これが100年前の変

。米国のフォードとシボレーは日本の

市場性を認め、フォードは横浜に、シボレーは

大阪に工場をつくり量産開始しました。

日本は欧米に追いつき追い越そうと一生懸命

の時代で、江戸時代のからくり人形や時計を原

とする日本の技術力は、この時、日覚めたの

です。米国ガソリン車であふれた1930年代（昭

和 5年）米国2社の大型車と競合しない“小型

自動車の国産化”が各地の産業界に起き、試作

が始まりましたc 日本政府も米国車の寡占市場

を解決できるとし、国産自動車メーカーの育成

に乗り出し、豊田自動織機（トヨタ）に続いて

日産自動車に製造許可を与えたのです。

（布垣さんの講演要旨は紙面の都合で割愛し

ます。組合事務局にはデジタル録音がありま

すのでご利用ください。なお、 トヨタ博物館

はリニューアル中ですが開館しております）
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年間事業予算

テクノフェアヘ出展、特級資格の獲得に向け

工業組合は 5月18日、グランドホテルで開催した『創立50間年記念式典』を前に『第50回

通常総会』を開催した。総会議事は①平成29年度事業報告と総額1376万余円の収支決算②平

成30年度事業計両と総額1945万円の収支予算③平成30年度賦課金及び納入方法④平成30年度

取引金融機関及び借入金最高限度額ーの 4議案で議案説明の後、可決した。

新時代の組合事業を生み出す年

次は承認された平成30年度の主な事業計画。

《基本方針》平成30年度は『工業組合創立50周

年』の記念すべき年。新年度総会に続き記念式

典を開催し“成形加工の末来”をめざす。事業

費は一括して平成30年度予算に計上した。

新年度の中小企業を取り巻く経済環境は依然

として“人手不足、とくに技術人材の不足”が

重要課題になっている。組合事業としては“人

づくり・技術者育成”に焦点を当て、事業内容

の充実に取り組んでいく。平成年度は今年度で

終わるので、次の新元号による新時代に向け、

新たな活動内容を生み出していく方針である。

《重点事業》平成30年度事業の重点は①創立50

周年記念式典の開催②人づくり事業として技能

検定制度を活用した技能士誕生。初任者研修事

業の充実と業界技術レベルの向上を目指す③次

代を担う組合青年部活動の支援。プレ50周年記

念事業に続いて大垣で開催する『ものづくり岐

阜テクノフェア』への出展参加④業界交流事業

では金型業界と祈年互礼会開催。中部同業5団

体で開く中部地区業界懇談会への参加（愛知県

が担当）ーを重点に進める。

1級に対して特級は少なく52人

各事業の項目別詳細は次のとおり。

◇技能検定制度による能力開発と促進＝①射

出成形の実技検定を実施する中で、 1級技能士

が増加したことから、今年度からさらに上級の

特級技能士の資格取得

を目指す受検者を支援

する②検定事業の円滑

な運営を目指し事前説

明会を開催、また受検

者の検定操作手順を再

確認する技能確認講習

会参加を呼びかけ、合

格率向上を図る③今年

度はブロー

技鮨検定を

その他、

業の

定④

記念式典行事に先立ち平成30年度総会を開催して新事業を議決 の紹介と受付事務を実
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施するーなど。

業界で特級受検資格を持つ 1級合格技能士は

射出成形・ブロー成形・金型製作を合わせ284

人にのぼる。これに対し特級技能士は52人に過

ぎないので、有資格者に特級受検を啓発し、業

界の技術。工程管理など、実務管理のレベルア

ップに役立ててもらう。

初任者研修の座学・実習を充実

◇技術・技能者の育成を支援＝①射出成形の

初任者研修会を座学・実習とも内容充実を図り、

組合員企業の従業員育成と定着対策に役立てる

③産業技術センター、工業技術研究所、情報技

術研究所の支援・協力を得て先端技術関連の紹

介や研修会を随時行うーなど。

メール・ HPの配信業務を強化

◇産学官など関係機関との事業連携を推進＝

①研修会、講演会、セミナーの開催②企業の省

エネヘの効果的な取り組みを提案していく③県

及びソフトピアジャパンが進める Io T活用、

関連する助成制度、 AI技術開発等の関連情報

を受け、啓発活動を行うーなど。

◇情報発信機能と事業の強化＝①HP （ホー

ムページ）を活用して組合活動を内外に広報す

る②メール、 HPを使用し、各種事業を組合員

へ配信する③季刊発行する会報は、組合や関連

事業、講演会、講習会等の開催内容を詳細に掲

載・提供するーなど。

青年部のテクノフェア出展支援

◇青年部活動の支援＝①青年部が実施する事

業活動を支援し、プラスチック成形加工業界の

活動を PRし、業界の活性化に役立てていく。

産業展への出展は前年度の『き業展』に続いて

今年度は大垣市で開催する『ものづくり岐阜テ

クノフェア』への参加予算を組んだーなど。

◇その他の事業＝①組合員企業の労働保険事

務代行と未適事業所加入促進業務の実施②親睦

・交流など福利厚生事業を実施③隔月の定例役

員会開催と組合懸案の処理や業界情報の交換一

などを予定している。

く4月＞

≪平成30年度の月別事業実施計画概要≫

く10月＞

・監査4月6日 （金）

魯第 1回理事会4月10日 （火）

く 5月＞

。第2回理事会5月18日（金）

。創立50周年記念式典5月18日（金）

く6月＞

・プラスチック射出成形作業実技技詭検定

6月28日（木） ～8月1日（水）

念会報発行（初旬）

く 9月＞

•第 3 回理事会（下旬）

・会報発行（初旬）

・組合関係者親睦ゴルフ大会（中旬）

・射出成形初任者研修会（調整中）

。中部地区業界団体懇談会10月30日（火）

く11月＞

箪先進企業視察研修会（見学先検討中）

く12月＞

。第4回理事会及び役員懇談会（初旬）

令会報発行（初旬）

く平成31年 1月～3月＞

。第5回理事会 (1月中旬）

c新年互礼会 (l月中旬）

。会報発行 (3月初旬）
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射出成形の実技は91
I 
I 響

(1級29人、

1日ま

2人？
I 
I 

工業組合が能力開発協会から委託実施する平成30年度前期技能検定『プラスチック成形令

射出成形作業』の実技検定は、 6月28日（火）から 8月 1日（水）までの23日間、成形機のあ

る人材開発支援センター第III棟で実施する。今年度の受検者は、前年度の 2級合格者が多か

った反動もあって 2級合格者は減少、 1級合格者は例年並みの合格者数であった。

企業の技術者養成方法と

今年度のプラスチック成形・射出成形作業の

実技受検者は、 1級29人（前年度31人） 2級62

人（前年度74人）の合計91人（前年度105人）で、

検定受検者数は平年並みとなり、企業の技術者

育成方法として定着したようだ。

学科だけの受検者は 1級 1人、 2級2人の計

3人にとどまり、受検希望者は学科も実技も同

等に考え、技能を磨いているとみられる。

企業別では組合員が18企業魯実技合計57人、

員外企業は15企業・実技合計34人。員外ではエ

作機械、自動車部品、映像機器、電機など成形

加工部門の内製化を図る企業がめだった。

実技検定のスケジュールは 5月30日（水）検

定委員会議、 6月1日（金）には補佐員業務説

明会を検定会場で開催する。検定委員は11人、

補佐員は12人で、使用する成形機と金型などを

整備し検定業務に備える。

二節に分けメンテナンスを実施

受検者が集まる『知識説明会』は、 6月5日

（火）今年度は特別に岐阜産業会館5階第 1会

議室で開催する。続く『成形機操作説明会』は

6月6日（水）から12日までの土日月曜日を除

く5日間、グループ別に検定会場の人材開発支

援センター第III棟で終日開催する。

検定は二節に分け、 6月28日（木）から 7月

12日（木）までの11日間と、 7月17日（火）か

ら8月1日（水）までの12日間、合計23日間実

施する。検定期間を分けたのは、金型メンテナ

ンスと成形機を再調整し、後節に備える新しい

試みである。

希望者

工業組合は事前説明を受けても検定機に習熟

できない受検者を対象に『技能確認講習会』を

実施する。企業の使用機種と検定機種が異なる

ことから要望に応えるもので、 6月13日（水）

から土日を除く 10日間、先着順40人に 1日を

前、午後に分け自由に機種を操作してもらう。
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◇10月19日 2
 
◇
 

隔年開催の『ものづくり岐阜テクノフェア

は10月19日 （金） と20日 （土）の 2日間、

大垣市総合体育館で開催される。今回は大垣市

制100固年記念事業とし、ソフトピアジャパン

ェリアで『未来フェスティバル』を併催する。

組合青年部や組合員企業も出展

当工業組合は後援し、出展（組合青年部）を

計画、また組合員企業も数社出展予定している。

開催テーマは“夢を実現、いま伝統技術から

先端技術まで集結’'とし、県内外の企業・大学

・研究機関が一堂に集まり、製品や技術。研

究成果など‘‘岐阜の技”を広くアピールする。

企画概要によると①メーン出展ゾーンは第 1

体育餡②第2体育館は出展とビジネスマッチン

グゾーン③第3体育館はものづくり体験、次世

代エネルギー枝術・電気自動車・燃料電池の

展示④記念講演、特別講演⑤未来を拓く岐阜大

学産学連携フェアーなど、全体で200小間。

出展締め切りは6月末で、一般企業は 1小間

当たり 5万円。

マート IC開通一］

向上 I 
名神高速道路に建設されていた 1安八スマー

トインターチェンジ」が完成し、さる 3月24日

から ETC搭載車両向けに供用開始した。

開通したスマート ICは大垣 ICと岐阜羽島

I Cの中間地点で、続くアクセス道路の整備が

たれる。養老JCTと結ぶ東海環状自動車道

も進んでおり、東員 IC～大安 ICは平

成30年度、大垣四 IC～大野・神戸 ICと

I C～関広見 ICは31年度に開通の

安八スマート ICは北側から入る。開通で名神高速のアクセスが向上。南側は上り線用の側道
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館物噂宙宇空航らは
ゞ
＼カみ力

4

カ阜支掛
す

1-

代表取締役社長

ム 杜

支店

営業所

l：場

岐阜県安八郡神戸町末守 37 7の 1

這詰 (0584) 2 7 - 4 1 4 l 

東京、大阪

本社

本吐、横井、熊本、栃木、池田

「
I

日
し
ー
ノ 玉 栄

ポリエチレンチューブ
農業用ポリエチレンフィルム

闘東海ポ 工
代表取締役社長大野 責

本 t」ー上湯 岐：？県羽局郡岐市町野中7丁目129番地 〒501-6004
TEL :IJ58) 2 4 6 -1 3 1 3 
FA): （（J,38) 2 4 7 - 2 4 1 1 

名古屋呂業所 名古号伽屑lメ域匹ふ丁i」5番4弓
TEL (IIふ2)5 2 1 -9 2 9 6 
rA＼り）ii2) 5 3 2 - 1 6 6 4 

浜松事業所 浜松市匹区入野町6()56 〒432-8061
TEL (05:l) 4 4 7 -2 5 1 1 
FAX i053 I 4 4 7 -4 2 4 8 

代表取締役

杉山 元 彦

〒応l0031 

各種プラスチyク真空成型加工

本社・工場〒501-0473岐阜県本巣市温井 24 3-3 
TEL (058) 324-9155〈fも Fば (058)324-6221

岐阜工場〒500-8256岐阜市八坂町40番地の 1
TEL〈058〉271-0861｛偲 F双〈058〉275-0970

E-111aii into@ pearl-kaseihin. co. jp 
U R L http://www.pearl-kaseihin: co. jp/ 

式
社
株
会

代表取締役 中 肇

本 社 〒509-0147

田

岐阜県各務原市鵜沼川崎町1-60-1

岐阜工場

TEL(058)371-11006芍 FAX(058)371-2593

〒509-0147 岐阜県各務原市鵜沼川崎町1-93

TEL (058) 383-831 l(f芍 FAX(058)383-1516

代表取締役社長

國本社・工場 岐阜県関市下有知5601番地の1
TEL (0575) 24-2424（代表）

〒50H2i7 FAX(0575)24-0567 
URし：http://www.athena-kogyo.co.jp 

業務用食器ーペ・製造卸・冶工具合型設言！制作

合 大垣プラ ツ
代表取締役

比勝次

本社工場
〒503-0001
精工部

大垣市大島町？丁目394番地
匹〈0584〉Bl-l347竹悶
合〈0584〉75-0333り岱
隙〈05訓〉81-1350

E-mail : ogaki-pla@okbnet.ne.jp 
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s a ＂ k e n I 1』
〒501-0555岐阜県揖斐郡大野町公郷1403番地
TEL0585-35-2529 URL:http://www.gifusanken.com 
F以．0585-35-2526 E-mail:k-hayashi@gifusanken.com i 

i 

代表取締役社長

Ecoの輪を技術と製品で広げる

代表取締役会長

本社／岐阜市神田町合27大岐阜ピル12F

□ 〈058〉 265~2232⑰

~
 

関フラスチック工業株式会社
プラスチック製品成形如エプラスチック精密金型設計穀作

代表取締役

田

〒501-3904岐阜県関市甲生町2-7-10
T EL<0575〉22-4 3 5 
FAX<0575〉24-513
E-mail : office@sekipla.co.jp 

高安株
ECO+イロン樹脂「名たテ孟,;:,,R」の製逹9販売
弄生原着和）エステル短繊維の製造・販売

岐阜県各務原市蘇原村雨町3-47
〒504-0828TEL (058)382-2231（代表）

FAX (058)389-4563 

URL http://www.takayasu-rf.co,jp/ 
E-mail: soumubu@takayasu-ri.co.jp 

l I I I 

I 

I 

“後＂ど』

凸Fukushima 
Kagaku 

~ ~. 

代表取締役社長

修

株式会祖：

本 社岐阜県関市武芸川町跡部781 子501-2605
TEL.0575-46-371 1 FAX.0575-46-2285 

第二工場岐阜県関市武芸川町跡部972 〒501-2605
TEL/FAX.0575-46-2720 
shuhei-m@mutohkasei.jp 
http://mutohkasei.jp/ 

- 13 -



プラスチック原料製造販売

委託加工及びカラーリング

化学工業株式会社

代表取締役吉田健司

〒501-3763

岐阜県美濃市極楽寺 1451-1

TEL(0575)33-1888 FAX(0575)33-1618 

E-mail:mk145l@ceres.ocn.ne. jp 

ヽ

エンジニア＇）ング

プラスチック成形加工

3D プリンター加工~

代表取締役
社長川

〒5(）、い）（）日岐阜県大垣市曽根町1丁目686番地
TEL (OS81) 27-2566 
FAX (0584) 27-5956 
E-mail: t女awase@sunthree.co,jp
URL: hitp://www,kawase-pia,com/ 

岐阜県のプラスチック

2018年第232号
平成30年 6月］日

発行岐阜市六条南2丁目11番地 l

（岐阜産業会館4階）

電話(058) 2 7 2 - 7 1 7 3 

FAX (058) 2 7 6 - I 5 2 5 

岐阜県プラスチック工業組合

発行責任者岩津文子

〒108-0014 東京都港区芝4丁目14番1号 TEL03-6414-4500 
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